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Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
Ｊ
Ａ
県
経
済
連

の
農
畜
産
物
直
売
所
「
お
い
ど
ん
市

場
与
次
郎
館
」（
鹿
児
島
市
）
で
二

月
六
日
、「
き
ん
か
ん
春
姫
」
の
即

売
会
を
開
き
、
春
姫
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
果
樹
選
果
場
の
下
園
弘
幸
場

長
は
「
コ
ロ
ナ
で
全
国
で
の
販
促
活

動
が
で
き
な
い
状
況
だ
が
、
地
元
の

人
々
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会

に
な
っ
た
。
今
後
も
多
く
の
人
々
に

味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を

続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
来
店
者
は
「
大
玉
で
食
べ

応
え
が
あ
り
そ
う
。
レ
シ
ピ
を
参
考

に
子
ど
も
と
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
を

楽
し
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
果
樹
部
会
は
一
月

十
八
日
、
南
さ
つ
ま
市
加
世
田
津
貫
の

果
樹
生
産
農
家
・
中
村
清
美
さ
ん
の
圃

場
で
、
二
〇
二
〇
年
産
「
き
ん
か
ん
春

姫
」
の
ハ
サ
ミ
入
れ
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
出
席
し
た
生
産
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ

関
係
者
ら
が
、
園
い
っ
ぱ
い
に
実
っ
た

き
ん
か
ん
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
出
荷
の

ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
手
指
の
消
毒
徹
底
や
出
席
者

の
限
定
な
ど
の
対
策
を
と
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
き
ん
か
ん
春
姫
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の

き
ん
か
ん
の
う
ち
、糖
度
十
六
度
以
上
、

サ
イ
ズ
が
Ｌ
玉
以
上
、
完
全
着
色
で
紅

の
り
し
た
も
の
を
い
い
、
甘
み
が
強
く

酸
味
が
少
な
い
た
め
、
生
で
皮
ご
と
食

べ
ら
れ
ま
す
。
〇
五
年
か
ら
か
ご
し
ま

ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
指
定
さ
れ
、
今
年
も

「
か
ご
し
ま
の
き
ん
か
ん
」
と
し
て
指

定
を
受
け
、十
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
産
は
、
気
象
変
動
が
激
し

く
き
ん
か
ん
生
産
に
苦
慮
し
た
も
の

の
、
生
産
者
の
栽
培
努
力
に
よ
り
、
小

玉
傾
向
で
も
糖
度
が
高
く
、
高
品
質

な
果
実
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
南

さ
つ
ま
市
や
南
九
州
市
、
枕
崎
市
の

生
産
農
家
四
六
戸
が
八・
三
㌶
を
栽

培
し
、
共
販
量
一
七
八
㌧
、
共
販
額

一
億
一
六
〇
二
万
円
を
見
込
み
、
主
に

東
京
や
大
阪
、
県
内
市
場
に
三
月
下
旬

ま
で
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
内
門
章
一
部
会
長
は
「
春
姫
の
人
気

と
認
知
度
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
市

場
か
ら
期
待
も
高
い
。
今
年
産
も
最
後

ま
で
高
品
質
の
き
ん
か
ん
生
産
に
努

め
、
全
国
の
消
費
者
に
美
味
し
い
春
姫

を
届
け
た
い
」と
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。

「
き
ん
か
ん
春
姫
」
い
よ
い
よ
市
場
へ

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
果
樹
部
会

きんかん春姫にハサミを入れる中村清美さん㊨

今年産も高品質のきんかん春姫

春姫のレシピを紹介する下園場長㊧

春
姫
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
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人
参
出
荷
が
本
格
化

Ｊ
Ａ
枕
崎
人
参
生
産
部
会

順調に生育が進み高品質に仕上がった○枕人参

収
穫
と
計
画
的
な
出
荷
で
、
安
定
出
荷

に
努
め
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
二
月
中
旬
に
は
中
間
目
揃
え
会
を

開
き
、
終
盤
ま
で
品
質
の
維
持
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
選
果
場
は
、
四
年
前
に
選
別
機
の
セ

ン
サ
ー
ヘ
ッ
ド
の
交
換
と
全
自
動
封
函

機
の
導
入
に
よ
り
、
選
別
の
精
度
を
高

め
て
異
階
級
混
入
を
防
ぎ
、
作
業
の
効

率
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
枕
崎
支
所
の
販
売
担
当
者
は

「
天
候
不
順
が
続
い
た
が
、
生
産
者
の

栽
培
努
力
に
よ
り
、
肥
大
も
進
み
順
調

に
生
育
し
て
い
る
。
今
年
度
産
も
摘
期

収
穫
と
選
果
を
徹
底
し
て
、
品
質
の
安

定
を
図
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
枕
崎
支
所
管
内
で

は
、
二
〇
二
〇
年
度
産
○枕
人
参
の
出
荷

が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
選
果
、
出
荷

は
一
月
二
十
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｊ

Ａ
枕
崎
人
参
選
果
場
で
は
、
職
員
ら
が

選
果
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
二
月
に

入
り
一
日
の
集
荷
量
が
三
〇
㌧
を
超
え

て
い
よ
い
よ
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
〇
年
度
産
は
枕
崎
・
知
覧
地
区
の

生
産
者
三
十
九
戸
が
栽
培
面
積
二
十
五

㌶
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
販
売
数
量

一
〇
〇
〇
㌧
、
金
額
で
一
億
円
を
計
画

し
、
三
月
下
旬
ま
で
京
都
・
大
阪
へ
出

荷
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
枕
崎
人
参
生
産
部
会
は
、
出
荷

開
始
前
の
一
月
十
八
日
に
、
Ｊ
Ａ
枕
崎

支
所
で
出
荷
協
議
会
を
開
催
し
、
適
期

家の光に関する意見交換を行う出席者

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
一
月
二
十
二
日
、

「
家
の
光
」
を
活
用
し
た
教
育
文
化
活

動
の
重
要
性
を
周
知
す
る
た
め
に
、
Ｊ

Ａ
本
所
で
家
の
光
事
業
研
究
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
女
性
部
各
支
部
の
役
員
や
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
三
十
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
教
育
文

化
活
動
に
お
け
る
実
践
事
例
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
で
家
の
光

活
用
に
よ
る
組
織
活
動
の
活
性
化
や
、

長
期
購
読
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

家
の
光
の
重
要
性
を
再
確
認

家
の
光
事
業
研
究
会外観を厳正に審査する関係者

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
果
樹
部
会
は
二
月
十

日
、
Ｊ
Ａ
果
樹
選
果
場
で
「
き
ん
か
ん

春
姫
」の
果
実
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。

最
高
賞
で
あ
る
Ｊ
Ａ
組
合
長
賞
に
中
村

勝
雄
さ
ん（
加
世
田
）が
輝
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
管
内
か
ら
十
八
点
が
出
品
さ

れ
、
南
薩
地
域
振
興
局
、
行
政
や
Ｊ
Ａ

関
係
者
ら
八
人
が
外
観
や
糖
度
等
を
厳

正
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
他
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。�

（
敬
称
略
）

▽
南
さ
つ
ま
市
長
賞
＝

�

中
山
藤
枝
（
加
世
田
）

▽
ブ
ラ
ン
ド
推
進
本
部
長
賞
＝

�

中
山
茂
志
（
加
世
田
）

Ｊ
Ａ
組
合
長
賞
に
中
村
勝
雄
さ
ん

「
き
ん
か
ん
春
姫
」
果
実
品
評
会
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美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
を
指
導

生
産
者
が
お
茶
の
魅
力
伝
え
る

女性の会のメンバーに淹れ方を教わる児童ら

　
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
女
性
の
会
は

一
月
二
十
日
、「
お
茶
の
ふ
れ
あ
い
事

業
」
の
一
環
で
、
同
市
立
川
辺
小
学
校

五
年
生
七
十
二
人
に
美
味
し
い
茶
の
淹

れ
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
女
性
の
会
の
メ
ン
バ
ー
九
人
と
市
役

所
茶
業
課
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
職
員
が
、

美
味
し
い
淹
れ
方
や
一
煎
目
と
二
煎
目

の
味
の
違
い
を
教
え
ま
し
た
。児
童
は
、

急
須
か
ら
出
る
最
後
の
一
滴
ま
で
丁
寧

に
注
ぎ
、
美
味
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
茶
を
丸
ご
と
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
、
茶
殻
は
お
ひ
た
し
に
し
て
試

食
し
ま
し
た
。

　
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
枕
崎
茶
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
枕
崎
市
茶

業
青
年
の
会
は
一
月
二
十
二
日
、
市
立

立
神
小
学
校
の
五
年
生
を
対
象
に
、
お

茶
の
淹
れ
方
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
会
員
に
お
湯
の
温
度
や
注
ぎ

方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
美
味
し
い

淹
れ
方
を
学
び
、皆
で
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
ら
は
、
児
童
に
お
茶
に
含

ま
れ
る
成
分
や
種
類
、
歴
史
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
、
授
業
の
最
後
に

は
、
児
童
全
員
に
急
須
セ
ッ
ト
と
枕
崎

茶
を
贈
り
ま
し
た
。

協議内容を確認する部会員ら

キャップ回収に取り組む霜出小の児童ら

　
南
九
州
市
知
覧
町
の
製
茶
工
場
経
営

者
ら
で
組
織
す
る
、
市
茶
業
振
興
会
知

覧
支
部
加
工
部
会
は
二
月
五
日
、
Ｊ
Ａ

南
さ
つ
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
第
五

十
二
回
総
会
を
開
催
し
、
生
産
者
や
行

政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
四
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
消
費
拡
大
に
向
け
た
情
報

発
信
や
、
海
外
輸
出
を
視
野
に
入
れ
た

茶
工
場
運
営
体
制
の
充
実
強
化
な
ど
を

図
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
役
員
改
選
で
部
長
に
就
任
し

た
西
垂
水
学
さ
ん
は
「
県
を
代
表
す
る

産
地
と
し
て
部
会
員
、
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
、
茶
業
振
興
に
努
め
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
南
九
州
市
立
霜
出
小
学
校
は
一
月
二

十
八
日
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
霜
出
出
張
所

に
全
校
生
徒
で
回
収
し
た
、
ポ
リ
袋
十

袋
分
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
同
校
は
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
で
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

協
力
の
も
と
、
キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
プ
は
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
知

覧
支
所
女
性
部
が
、
回
収
業
者
を
経
由

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
送
り
、
発
展
途
上

国
の
子
ど
も
向
け
ワ
ク
チ
ン
代
と
し
て

寄
付
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
充
実
へ

知
覧
支
部
加
工
部
会

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
で
社
会
貢
献

南
九
州
市
立
霜
出
小
学
校

南
九
州
市
茶
業
振
興
会

川
辺
支
部
女
性
の
会

枕
崎
市
茶
業
青
年
の
会

美味しい淹れ方を学ぶ児童ら
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管内の身近にある情報をご紹介するコーナーです。
きれいな風景や花、地域の行事などありましたら、
最寄りの支所へご連絡ください。レインボーニュースレインボーニュース

川  

辺
東広報委員

「鬼火焚き」に願い込める
� 南九州市川辺町

　南九州市川辺町では、各地区で正月行事「鬼火焚き」が行われ、
今年１年の無病息災や新型コロナウイルスの終息を願いました。
　勝目地区では、１月９日に「山田郷鬼火焚き」が行われました。
高さ約10㍍の櫓に火がつけられると、勢いよく炎が上がり、竹が
割れる大きな音が響きました。また、花火が打ち上げられ、集まっ
た地域住民から大きな拍手が起こりました。

知  

覧

　南九州市知覧町の薩摩英国館駐車場で毎月第４日曜
日、「知覧まちおこし朝市」が開催されています。茶業
を営む㈱さくら知覧園の若松由美恵さんが中心となり、
朝市を開くことで少しでも地域を元気にしたいとの思
いから、４年前から始まりました。12月27日に開かれ
た朝市では、出店者がとれたての野菜や飲食品、手作り
雑貨などを販売し、早朝から多くの地域住民で賑わいま
した。

上木原広報委員

早朝から地域に活気
� 　知覧まちおこし朝市

枕  

崎

　南さつま市立坊津学園の４年生16人は１月19日、食
農教育の一環で、自ら育てた桜島大根と、地元特産のブ
リを使った料理教室を行いました。
　同市役所職員、ＪＡ生活指導員と女性部員らの指導の
もと、児童らは桜島大根やブリの切り身などを包丁で丁
寧に切り、あく取りや火力を調節しながら、約１時間かけ
てブリ大根を完成させました。また、ブリの解体を見学
し、市役所職員と一緒にブリの切り身を薄く切りました。

猪谷広報委員

桜島大根とブリを堪能
� 南さつま市立坊津学園

大  

笠

　南さつま市の大浦保育園の園児21人は１月26日、食
農教育の一環で、地元でとれた魚を使ったハンバーグ作
りに挑戦しました。同市役所職員とＪＡ南さつまの生活
指導員の指導のもと、園児らは、魚の切り身と具材、調
味料をフードプロセッサーで混ぜて、形を整えて焼き上
げました。給食時間に試食した園児らは「美味しい」と
笑顔を見せながら料理を味わいました。

柏木広報委員

魚を使った料理に挑戦
� 大浦保育園

加
世
田

　県立加世田常潤高等学校は２月９日、営農励ましの会
を開催し、全校生徒や行政、ＪＡ関係者が、農業関連の
企業に就職する３年生10人にエールを送りました。会
では、生徒らに記念品が贈られ、生徒らが決意表明を行
いました。南薩地域振興局農政普及課の鳩野哲也課長は
「３年間で学んだ知識・技術を生かして、鹿児島の農業
の担い手として活躍してほしい」と激励しました。

西広報委員

農業の担い手にエール
�県立加世田常潤高等学校
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郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

　昨年、古希の同窓会がある予定で
したが、コロナの影響で中止となり、
とても残念でした。あれから数人の
友人から年賀状が来るようになりま
した。
� （南九州市知覧町　Ｈ．Ｉさん）

　数年前に植えたきんかんの木が、
やっと今年たくさんの実をつけまし
た。しかし、大きくて美味しそうな
実は全部小鳥のえさになってしまい
ました。それでも残りの小さい実で、
きんかん漬けができました。わが家
に実ったきんかん最高！
�（南さつま市加世田　Ｙ．Ｓさん）

　広報誌を見て青森のりんごを２回
注文しました。自宅まで配達してく
れてとてもありがたかったです。大
変美味しく、家族皆で頂きました。
今後も旬の果物を販売していただく
とありがたいです。
�（南さつま市加世田　Ｎ．Ｓさん）

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総合対策部　経営企画課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。

　

　寒さに負けず元気いっぱいの仲良し４人兄
妹です。「けんかすることもあるけど、みんな
仲良し！」と話してくれました。

川
かわばた

畑　惺
せい

雅
が

 く ん  （10）

凛
りん

奈
な

ちゃん（８）

那
な

奈
な

ちゃん（６）

舞
ま

奈
な

ちゃん（４）

南さつま市大浦町

「兄妹仲良く、元気に成長してほしいです」
川畑　雅健さん・里香さん
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